
うその申告をするように促された　 違約金に納得がいかない

2018年度から2022年度の相談件数を基に作成 
神奈川県消費生活課調べ

保険申請サポート等の相談 

日本損害保険協会関東支部  神奈川損保会 神奈川県　神奈川県警察
神奈川県損害保険代理業協会

神奈川県 住宅修理の

■65歳以上
■64歳以下

0120-309-444
業者との
トラブルに
関する
ご相談は
こちらへ

保険金に関する災害便乗商法　相談ダイヤル

※受付時間：午前９～12時、午後1～5時　 月～金（祝日・当協会の休業日を除く）
（さあ連絡しよう）

損害保険に
関する
ご相談は
こちらへ

59.9%

40.1%
相談の約6割が
65歳以上
相談の約6割が
65歳以上

神奈川県のみなさまへ

○「保険金を使って自己負担なく住宅修理ができる」と勧誘されてもすぐ
に契約せず、修理の必要性や契約内容をよく確認しましょう。 
○保険金の請求は、ご自身が加入している保険契約の内容を確認し、
契約している損害保険会社や代理店に相談しましょう。 
○うその理由で保険金を請求することは絶対にやめましょう。 詐欺罪に
問われる場合があります。
○不安に思ったときは、お住まいの自治体の消費生活センターにご相談
ください（消費者ホットライン188）。

自宅で発生した水漏れの修理のため、インターネットで検索
した業者の担当者から、「火災保険を使って修理ができる」と
言われ契約したが、説明の中で、保険適用のためにうその
申告をするよう促され不審に思った。

傷んだ屋根の確認を依頼した業者の担当者が、写真を撮影し
「間違いなく保険金が下りる」と言ったので、保険金請求のサポート
契約を結んだ。しかし、後日契約書を確認したところ、保険金が
下りて工事をしなかった場合は違約金がかかるとあった。

※かながわ中央消費生活センターに寄せられた相談をもとに再構成
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シンボル・マスコット
「ピーガルくん」
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